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（吉川） 味噌の 官能審査 に つ い て （505）
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　とな り両者の 相関が高 い 事か ら簡易法 として 重回帰

の 計算に 順位を代用 し て み た の で すが ， 結果は
一

般 に

思わしくない ， こ れは重回帰 の 方法が判別 に直接結 び

付 い て い ない た め に 起 る の か も知れ ませ ん．

　参考．KENDALL 　 ：　Rank 　Correlation　Mo 出 ods ．

　  Spearman の ρ は色 ， 香 り，味 ， 組成の採点

か ら， 判別亟数法に よ る重み に よつ て 計算しtc順位 の

全員で の平均 R弾 を一廊客観 的 な もの と見做して ，

各審査員の 付けt 順位が どの 程度一
致するか を示す も

の で ある．ρ が特 に 他の 審査員よ り低 い 人があれば ，

その 人は 他 の 人 と特に異 つ た 判定を して い る事が分

る．

　大 麦及び 麦芽の 酵素 （D 麦汁中の β
一

ア ミ ラーゼ

の 電 気泳動法 に よ る分離

　cooPER ，　AH ＆ PoLu 〕cK
，
　J．A ．：J，　Inst．　Brew ．

68，
2〈　（1957）

　麦汁 よ り諞 製 せ る β
一ア ミ ラ ーゼ を電 気 泳 動 装置 に か

け ， 異 つ た 泳 動 性 を示す い くつ か の フ ラ ク シ ti ン を 認

め β一ア ミ ラーゼ は 異 つ た 分子量 を もつ 物質の 混合 な る

事 が 示 さ れ た．（東〉

　（1 ） ア ル ミナ からの 選択拙出法 に よ る分離

　MAcw エLLIAM ＆ HARRIs
，
　G ：J．　Inst．　Brew ．68，

29　（1957）

　麦芽 の 酵素 は ア ル ミ ナ の コ ラ ム よ り燐酸 塩
一

ク エ ン

酸 の Buffer に よつ て 順 次 溶出 され た． 又 こ の 方 法 IC

よつ て tt−一及 び β一ア ミ ラ
ーゼ の 分離 に も成 功 しt ． ラ

ミ ナ リ ン を 分 解 す る 酵素 に 2 種 あ り
一

つ は 基質末端 よ

り作用 し Glucose を 分離 す る が 他 の もの は 不 規則 に

作用す る．夂澱粉の ヨ ー
ド染 色 を強 め る 作用 を もつ 酵

素 の 存在が 確 認 さ れ た．（東）

　連醸酵母 中の 野生 酵母 の 汚染 の 測 定

　 MoRR1s
，
　E 　O ．＆ EDoY

，
　 A ．A ．：J．　Inst．　Brew ．6

3
，
34　（1957）

　「レ リ ジ ン を 主 な 窒 素源 とす る 培 地 で は 上 面 醸 酵 ・

下面醸酵 の 両醸 造酵母は 発 育せ ず野生株酵母 は 生育可

能 で あ る．こ の 事 実 を用 い て 汚染野 生 株の 数 を推定 し

た．J （東）

　乳酸 薗汚染 に 関す る研究

　DEAN
，
　R ．T ・：J，　Inst．　Brew．63， 36 （1957）

　乳 酸 菌 は ビール ・tr
’
　一“ル エ キ ス 及 び醪 を 培地 と した

時 非 常 に よ く発育 す る．本 報 で は こ れ らの 培 地 に 於け

る乳 酸 菌発 育 の 最 適 pH 温 度 ・ マ ル ト
ー

ズ 濃度 ・酸 素

量 を遍求 し夊殺菌剤 と して セ チ ル メ チ ル ア ン モ ＝一ウ ム

ブ ロ マ イ ド ， ホ ル ム ア ル デ ヒ ド，
Na 一ハ イ ボ ク ロ ラ イ

ト等の 効 力 を 検討 し て い る．（東 ）

　ホ ッ プ の 品質に つ い て （V） ホ ッ プの 香気成分

　HowARD
，
　G ．A ．：J．　Inst．　Brew ．63，

126 （1957）

　 「ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 1
一

を 応 用 し て ホ ッ プ の 芳香

族化合物 を検索 しナこ．ホ ッ プの 香昧成分 とは 炭化水素

と Oxygenated 　 materia1 の 混合よ り成る が シ リカ ゲ

ル を用 い た ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーIC依つ て 容易に分 離 出

来 る．炭化水素 は 全 体の フO〜eo％ を 占 め る が 主 に

Myrcenes 　Carophyllne　Humulone で あ り酸 化 物質 は

少 く と も　12以 上 の 直鎖及 び 分岐状の 脂肪酸 の エ ス テ ）レ

で あ る が こ れ は 速 か に 蒸 発 す る の で 普通 の 製法 で は ビ

ール 中 ICは存 在 しな い と思 わ れ る．」

　 （班） tt
’“
酸と研酸 の品種 に よる差異

　HowARD
，
　 G ．A ．＆ TATcHELL

，
　 A ．R ．：J．　 Inst．

Brew ．63
，
138 （1957）

　 er一酸 と し て の コ ・フ ム ロ ン 及 び β
一
酸 の コ

・ル プ ロ

ン の 比 率 を 多種 の ホ ッ プ ICPtい て 求 め た が そ の 値は ホ

ッ
プ の 種 に よ つ て 大as−一定 で あ り環 境 の 相 違 に よつ て

余 り支配され な い 事が 分 つ た
哩

（東）
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